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( 2 ) 
-135-桑畑 :都市老人の生活組織化と社会福祉
子との同居・別居 (70才以上)
同・別居別| 昔| |同厨 |部分別居 別居 不明
計- 100.0 43.7 29.4 15. 7 11.2 
生 上 100.0 43.8 36.3 15.7 4. 1 
活 中 100.0 46.5 31.9 13.3 8.3 
程
皮 下 100.0 29.5 16.8 25.4 28.3 
子 な し 100.0 8.4 1.1 90.5 
の (死別)
有
女のみ 100.0 61. 5 17.6 20.3 0.6 
事f男もあり 100.0 44.0 36.7 16.3 3.0 
第2-b表
子との同居 .}jIJ居
年令別 50，._ 70，._ ω~ 70，._ 
計 100.0 100.0 100.0 100.0 
同居 39.8 37.8 35.8 48.7 
部分別居 44.8 29.3 49.1 29.3 
別居 15.4 22.4 15.1 9.8 








計 I結婚 I本意人志の 住居|酬 |鞍 |判 ω 他|不明
計 100.0 30.0 28. 7 ロ.7 12.0 7.3 2. 7 2.0 4.0 
上 100.0 47.7 15.8 5.3 10.1 
中 100.0 32.5 26.5 13.3 7.2 2.4 1.2 1.2 4.8 




































































性別| 男 | 女
年令別 60 .. 
計- 100.0 1∞.0 1∞.0 
配偶者 62.6 39.8 8.6 
息子・娘 33.1 37.3 72.0 
嫁 2.7 9.2 9.1 
その他 3.9 5.9 12.8 
















b) 老人の意見が重んじられる 46.7 





































つ るさい 17 留守番 42 い〉かについてのオープン ・アンサ
子供の世話 24 しっくりしない 12 
ーでの回答集計であるが，それによ
手ー がかかる 7 家']1:手伝い 23 
ると，困る点では<うるさい><し 子供のしつけにわるい 4 良い意見をもっている 15 
っくりしない><予がかかる>とい 頑 悶 2 家事をまかせられる 6 
った~人への非人格砲にもとずく 15: 食事に気をつかう 2 乙まかt、乙とにきがつく 5 
見が多く，助かる(よい)点では 事l己的 1 ~.3が多い 1 
<留守番><子供の世話〉く家事手 耳が速い 1 先組の世話 l 
伝い〉といったいわば労働力への期 子供の教育 1 






市まり ， 生活の<保障性〉が磁立されようとも， 老人門身の能力や人絡が~iJ!されず， 彼らの生活の
( 5 ) 


















人 の 就 労
女
39 29 39 
83.3 9.2 30.0 
80.0 8.6 29.9 
46.8 6.3 12.1 
31. 8 2.6 11.4 
21. 9 1.1 
内の男子老人たちも ， 停年年令60~64才を妥当とみと
めるものが60才代で64.396，70才以上 第9表 就労に対する気構え
l叫小竿:1働くべる |でY もう無理|不で52.Oj払 65才以上を妥当とみとめる




験についている 1∞ 75 20 11 1 
男うかがわれる。
しかしながら，老人の就労lζ対する 何かしている 1∞ 44 45 44 
態度は，現在就労しているものとそう 全然していない 1∞ 20 33 19 3 
でないものとわけたにきに，明確な差 計 1∞ 21 36 39 4 
異が見られる。第9表3)は就労lζ対す 臓についている 1∞ ω 31 6 3 
る老人の気構えをきいたものである
女
何かしている 1∞ 40 47 10 3 





ちおう働く意欲のあるものは働いており，働く意欲の 関 窮 度 計
ないものは働いていないというのが現状であろう。
晋| 1∞ 39 61 
また生活困窮度から見ると，第1句受仰に見られるよ
臓についている 100 58 42 
男
何かしている 1∞ 22 78 うにく働かないと困る〉ものは何らかの就労をしてお
り，く図らない〉ものは就労していないととになる。
全然していない 1∞ 17 出
ζのような一般的傾向のもとに，とくに現在何らの
仕事もしていないが就労希望をもっているものについ (悶 上)





第1H夜 股"t li ~ 
年令別 |ω~ 70-
JI 24.6 6.2 
上 7.1 3.6 
中 24.0 5.0 
下 39.1 10.5 
子 なし(死}.l1J) 22.8 11.1 
の 女のみ 25.0 6. 7 有
然男もあり 28.9 5. 7 































4 老人 の 余 暇 利用
聡場生活とならんで，あるいはそれ以上に大きな比竜をしめる老人の社会多加の lっとして.-t人
の余暇生活があげられる。とくに70.}・以上の老人のように職業生活から隠退した大半の人々にとっ














しかし現実にはこれらの社会参加はきわめて低調で.2~5 時間， 多いと 乙ろで 8時間以上の自由
時聞をもっている60才代の老人たちでも，大半がくテレビ ・ラジオ〉く読書〉く趣味・けいととと〉






























( 8 ) 
第12表 社会学習の方法(印才代)
計 き?321舎銘文I~分此lP吋不明で って で はなも
1∞.0 3.1 16.5 16.5 15.4 18.5 
1∞.0 30.0 43.0 10.0 3.3 13.7 
1∞.0 32.8 14.4 17.2 15. 7 19.9 
1∞.0 23.1 3.9 19.2 26.9 25.9 
100.0 30.5 12.2 5.6 30.0 21.7 
1∞o 30.7 15.4 15.4 38.5 
1∞.0 31. 9 12.0 6.3 28.9 20.9 
1∞.0 16.7 11.2 5.6 印.0 16.5 
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第13表 老人クラブの参加状況 (ω才代)
I IAb".......1知っているI I I 
















I I噛 V 匂 |とはない I I I 
1∞.0 35.8 50.1 7.3 4.2 
100.0 23.3 60.0 6. 7 6.7 
100.0 26.9 58.8 7.4 4.4 
100.0 53.8 38.5 7.7 
100.0 お.6 45.3 16. 7 6.1 
1∞.0 30.8 30.8 30.8 7.6 
100.0 21.7 54.2 15. 7 6.6 






















































(1) 桑畑勇吉「生活組織化の論理一社会病辺学の諸問題(3)ー J (本紀要:m5巻第4冊)参照のこと。





(6) R. S. Cavan， Self and Role in Adjustment During 01d Age多照の乙と。
( 10 ) 
